
子育て環境・教育の充実 R6事業費 事業担当

新規 ◇学校給食費管理事業 179,320千円 教育総務課

新規 ◇よつば小学校プール解体事業 21,000千円 教育総務課

新規 ◇校内すまいる設置事業 17,236千円 教育総務課

新規 ◇公立保育所ＩＣＴ化事業 11,200千円 こども課

新規 ◇妊婦・子どもインフルエンザ予防接種助成事業 7,600千円 健康センター

新規 ◇地域スポーツクラブ体制整備事業 6,600千円 生涯学習・スポーツ課

新規 ◇保育補助者雇上強化事業 4,676千円 こども課

新規 ◇保育体制強化事業 3,600千円 こども課

拡充 ◇ひとり親家庭等学習支援事業 2,416千円 こども課

拡充 ◇産前・産後ヘルパー派遣事業 1,150千円 こども課

新規 ◇コミュニティ・スクール推進事業 1,130千円 教育総務課

新規 ◇不妊治療における先進医療助成事業 1,000千円 健康センター

コミュニティ・スクール制度を市内全小中学校に導入し、保護者及び地域住民
等の学校運営への参画促進及び連携強化を図る。

子どもを望む夫婦が、子どもを授かることができる可能性を高めるため、保険
の適用外となる先進的な医療技術による治療についても助成対象とする。

学校給食法に定める学校給食費の徴収・管理業務を各学校・幼稚園での管理
（私会計）から市一般会計での管理（公会計）とし、教員の負担軽減を図ると
ともに、会計の透明性を確保する。

新温水プールの整備にかかる市債の借入条件として、既存の市内小学校プール
を廃止する必要があるため、順次解体していくこととし、令和６年度において
は、よつば小学校のプールを解体する。

教室に入れないが学校へ行きたい児童の居場所として、全小学校内に「校内す
まいる」を設置し、不登校及び不登校傾向児童の新たな居場所として加え、対
応できる選択肢を増やし、早期対応の体制を整える。

公立保育所に保育所ＩＣＴシステムを導入することにより、保護者の利便性向
上を図るとともに、業務の効率化により保育士の負担を軽減することで保育の
質を充実させることを目指す。

感染症の流行対策と個人の重症化予防及び子育て世代の経済的負担を軽減する
ため、小学生及び中学生を対象にインフルエンザ予防接種費用の助成を行うと
ともに、感染により重症化となる危険性の高い妊婦を新たに対象に加え、イン
フルエンザ予防接種費用の助成を行う。

中学校における教員の長時間勤務の要因となっている部活動指導を地域スポー
ツクラブが受け皿となって実施する仕組みを整える。

令和６年度新規・拡充等事業（子育て・教育関係）

保育に関する一定の知識や技能を持ち、保育士の補助を行う保育補助者の雇上
げに必要な費用を補助することで保育士の負担軽減を図り、保育士の人材確保
を目指す。

清掃業務や遊具の消毒、給食の配膳など保育に係る周辺業務を行う保育支援者
の配置に対する支援を行うことで、保育体制の強化や保育士の負担軽減を図
り、働きやすい職場環境の整備を目指す。

経済的課題を抱えるひとり親家庭等のこどもに対して、受験料及び模試費用の
補助を行うことで、ひとり親家庭や低所得子育て世帯のこどもの進学に向けた
チャレンジを後押しする。

家事・育児支援を行うヘルパー派遣事業の利用期間を拡充し、出産前後の子育
て世帯の家事又は育児の負担軽減を図ることで、母親の健康を守り、安心して
子育てができるように支援する。

参考
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新規 ◇こども食堂応援事業 640千円 こども課

新規 ◇プレ妊活健診事業 452千円 健康センター

拡充 ◇オムツ配達便事業 334千円 こども課

継続 ◇保育料無償化事業 106,725千円 こども課

継続 ◇おうちで育児応援事業 15,600千円 こども課

継続 ◇室内温水プール建替推進事業 1,164,657千円 生涯学習・スポーツ課

※R5年度3月補正
室内温水プール整備費については、令和５年度６月補正予算において継続費
を設定し、令和５年度分と令和６年度分に分割して計上していたが、令和６
年度分について、国の令和５年度補正予算での採択を受けることとなったた
め、令和５年度３月補正予算に前倒して計上する。

子どもたちが生まれ育った環境に左右されず健やかに育つことを推進するた
め、食事その他の生活環境が十分でない子どもを地域で支える取組を支援す
る。

将来的に子どもを望む夫婦を対象に、妊娠・出産に影響する疾患を早期に発
見し、現在のからだの状態を把握することで、早期治療につなげるととも
に、将来の妊娠にむけた健康管理を推進し、夫婦の理想のライフプランの実
現やウェルビーイングの向上を目指す。

新生児がいる家庭の経済的・身体的負担を軽減するため、出生後、宅配によ
るオムツの支給を３回行うとともに、配達員が、子育て支援サービスに関す
る情報提供や、不安・心配ごとがないかなどの声掛けを行い、新生児の健や
かな育ちを支援する。

１歳児以上の全ての児童及び第２子以降の０歳児の保育料・副食費を無償化
することにより、子育て世帯の経済的負担軽減を図り、子どもを産み育てや
すい環境づくりを目指す。

家庭でのふれあいを通じた健やかな成長を応援するため、満１歳から満３歳
未満の児童を家庭で育む世帯に対して応援金を支給し、家庭での育児がしや
すい環境づくりを目指す。


